
検査結果の「 判断 」は，人間にしかできない

通常，非破壊検査では，まず浸透探傷検査，磁粉
探傷検査で部品の表面に傷がないかどうかを検査す
る．エンジンで常に回転している重要性の高い部品
（ディスクなど）については，渦流探傷検査や超音波
探傷検査を適応し，浸透探傷検査や磁粉探傷検査では
琶磁査浸ははい部品表面や，部品内部の微細な

傷を探す．どの部品にどんな検査メニューを適用する
かは，エンジンマニュアルで決まっており，∵ の

検査で 部品は，検査を て て

． 傷 部 品 は
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∵撮
影ではフィルムを使用せずにデジタル画像をモニタ上
で拡大したりするなど，アナログよりも明確に，また
微細に観察できるようになった．しかしながら，デジ
タル信号による検査結果も，それがノイズなのか本物
の亀裂なのか，亀裂だとしたら何に起因し，今後どん
なことに影響を及ぼす可能性があるのかを判断し，合
否判定を下すことは，人間にしかできない．




